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公

川
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博

大

月
平成３０年度高梁市各会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市キャンプ場等林間休養施設条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市川上フラワーフルーツパーク条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市川上畑地かんがい施設条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市備中高梁駅前広場条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市給水条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市下長谷地区給水施設条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市隣保館条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市斎場、葬祭用具その他施設等使用料条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市成羽文化センター条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市有漢生涯学習センター条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市旧備中松山藩御茶屋条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市体育施設条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市吉備川上ふれあい漫画美術館条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

高梁市文化センター条例の一部を改正する条例 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長は採決に加わりません。
◎他の議案、認定案件は全会一致で可決しました。

〇：賛成　●：反対　９月定例会で賛否が分かれた議案の議決結果

き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
事
業
を
行
っ
て
い

た
株
式
会
社
備
中
高
梁
ま
ち
づ
く
り
研
究

所
は
解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
市
の
責
任
を
問
う
意
見

が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
ア
ニ
メ
事

業
や
海
外
展
開
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
お

り
、
今
後
は
身
の
丈
に
あ
っ
た
事
業
と
し

た
い
と
す
る
答
弁
が
あ
っ
た
。

高
梁
西
地
区
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

網
光
化
事
業
に
つ
い
て

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
は
災
害
時
の
情
報

通
信
の
基
幹
で
あ
り
、
光
化
に
よ
り
、
よ

り
災
害
に
強
い
情
報
通
信
手
段
と
な
る
。

高
梁
地
区
、
有
漢
地
区
に
つ
い
て
は
令
和

元
年
度
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
光
化
の
整

備
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
成
羽

地
区
、
川
上
地
区
、
備
中
地
区
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
網
光
化
を
整
備
し
て
い
く
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害

以
降
３
年
間
は
、
災
害
復
旧
復
興
最
優
先

で
あ
り
、
な
ぜ
今
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
光

化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
の

質
問
が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら
は
、
本
事

業
も
災
害
に
強
い
情
報
通
信
網
を
整
備
す

る
事
業
で
あ
り
、
市
民
の
安
全
安
心
に
つ

な
が
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

公
共
施
設
の
使
用
料
の
見
直
し

に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
今
後
も
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
歳
入
が
減
少
す
る
一

方
、
社
会
保
障
費
や
公
共
施
設
の
維
持
管

理
費
等
の
負
担
割
合
は
増
え
て
い
く
。
し

た
が
っ
て
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
は
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
施
設

の
運
営
に
関
し
て
言
え
ば
、
必
要
と
な
る

経
費
は
利
用
者
の
使
用
料
と
市
民
の
税
金

で
賄
わ
れ
て
い
る
。
適
正
な
受
益
者
の
負

担
額
を
算
出
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
原
価
に
受
益
者
の
負
担
割
合
を
乗
じ

て
行
う
こ
と
と
し
た
結
果
、
今
回
は
13
施

設
の
使
用
料
の
一
部
を
見
直
す
予
定
と
し

て
お
り
、
見
直
し
に
よ
る
効
果
額
の
試
算

は
３
４
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

議
員
か
ら
は
値
上
げ
に
対
し
て
市
民

合
意
が
得
ら
れ
る
の
か
と
の
質
問
が
あ
っ

た
。
執
行
部
か
ら
は
、
今
後
丁
寧
な
説
明

と
と
も
に
個
別
に
も
対
応
し
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

水
道
事
業
の
統
合
及
び
料
金
改

定
に
つ
い
て

　

現
在
市
内
に
あ
る
上
水
道
と
簡
易
水
道

は
、
国
の
方
針
に
基
づ
き
統
合
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
が
、
統
合
後
は
原
則
独
立
採
算

で
の
運
営
に
な
る
た
め
、
繰
入
金
や
交
付

税
が
減
額
と
な
る
。
ま
た
、
給
水
人
口
減

少
に
よ
る
収
入
減
、
施
設
更
新
に
伴
い
事

業
資
金
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

水
道
料
金
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
税
金
投
入
し
て
で
も
水

道
料
金
を
抑
え
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
執
行
部
か
ら
は
、
統
合
後
も
健
全

経
営
に
努
め
る
が
、
統
合
後
も
統
合
前
と

同
じ
よ
う
に
財
政
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
国
や
関
係
団
体
に
訴
え
て
い
く
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

旧
吹
屋
小
学
校
校
舎
の

保
存
修
理
に
つ
い
て

　

旧
吹
屋
小
学
校
校
舎
保
存
修
理
工
事

に
つ
い
て
、
工
期
を
２
年
延
長
し
て
７

年
計
画
と
す
る
こ
と
、
事
業
費
と
し
て

６
２
０
０
万
円
の
増
額
が
必
要
で
あ
る
こ

と
の
提
案
が
あ
っ
た
。
工
期
変
更
の
理
由

は
、
解
体
し
て
初
め
て
わ
か
っ
た
構
造
な

ど
が
あ
り
、
耐
震
補
強
工
事
の
見
直
し
や

保
存
修
理
委
員
会
で
の
審
議
、
設
計
変

更
に
期
間
を
要
し
た
こ
と
、
ま
た
、
部
材

の
腐
朽
が
想
定
を
超
え
て
い
た
た
め
作
業

の
難
易
度
が
上
が
っ
た
た
め
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
事
業
費
増
額
の

理
由
と
し
て
は
耐
震
強
度
を
確
保
す
る
追

加
工
事
や
仕
様
変
更
に
よ
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
な
ぜ
も
っ
と
早
く
説

明
が
無
か
っ
た
の
か
、
工
程
管
理
が
不
十

分
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
の
質
問
が
あ
っ

た
。
執
行
部
か
ら
は
、
毎
月
現
場
事
務

所
で
会
議
を
行
っ
て
い
た
が
、
結
果
と
し

て
不
十
分
で
あ
っ
た
。
今
後
は
施
工
会
社

の
社
内
体
制
も
整
備
す
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
復
元
工
事
が
完
成
す
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

旧
高
梁
市
健
康
増
進
施
設

「
朝
霧
温
泉
ゆ
・
ら
・
ら
」売
却

に
関
わ
る
公
募
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
12
月
以
降
休
館
し
て
い
る

「
旧
朝
霧
温
泉
ゆ
・
ら
・
ら
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
３
月
に
民
間
事
業
者
意
向
調
査

が
行
わ
れ
、
活
用
の
可
能
性
が
確
認
で
き

た
の
で
、
平
成
30
年
度
に
公
募
に
よ
る
売

却
先
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
豪

雨
災
害
に
よ
り
中
断
し
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
活
用
等
の
企
画
提
案

を
民
間
事
業
者
か
ら
募
集
し
、
売
却
先
候

補
者
選
考
委
員
会
に
お
い
て
売
却
先
候
補

者
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

候
補
者
選
定
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
の

質
問
に
対
し
、
執
行
部
か
ら
は
、
周
辺
施

設
と
の
連
携
や
自
然
環
境
へ
の
配
慮
、
地

域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
課
題
の
解
決
等

は
選
考
委
員
会
の
審
査
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
１
月
、
本
市
の
人
口
減
少
を

克
服
す
る
た
め
に
高
梁
市
総
合
戦
略
を
策

定
し
て
お
り
、
ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
事
業
は
そ
の
中
の
主
要
な
事
業
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
平
成
30
年
３
月
、

商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
「
高
梁

ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ　

ま
ち
け
ん
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
こ
こ
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
、

ア
ニ
メ
制
作
、
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
受
け
入
れ
な
ど
の
実
績
が
み
ら
れ

た
が
、
今
後
の
収
益
を
見
込
む
こ
と
が
で

全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

８
月
23
日
、
議
会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
６
件
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
の
説
明

と
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

▲高梁アニメスタジオ「まちけん」

▲修復工事前の吹屋小学校


